
「ありがとう」が自然に出てくる子どもたちに

突然ですが「ありがとう」の対義語(反対語)をご存じですか。私は、つい最近知りました。

「ありがとう」を漢字で書くと「有り難う」となります。元は、「有り難し」という言葉
あ がた

で、「それが有る・起こることは、とても難しい・滅多にない」ということです。滅多にな

いような幸福なことをしていただいたという意味で「有り難き幸せ」という感謝を表す言葉

があります。それが短縮されて「ありがとう」になったと言われています。

その「ありがとう」の対義語は、珍しくないということで「当たり前」だそうです。

その「感謝の言葉や気持ち」について、12月の「学校教育活動アンケート」で子どもた

ち、保護者、教職員のそれぞれに答えてもらいました。その結果が下のグラフです。

教職員は「感謝の気持ちを伝えることは大切だ」と指導し、学校での子どもたちはおおむ

ね「ありがとう」の言葉を伝えることができている。しかし、保護者の目から見ると、学校

から出た子どもたちが感謝の気持ちを伝えている状況は十分とは言いがたい。上のグラフを

おおまかにとらえると、そのような様子が浮かび上がってきます。

大人でも、「ありがとう」と言われると嬉しくなります。子どもならなおさらのはずです。

「ありがとう」と言われた子どもは、自分の言動や努力が認められたと感じるはずです。

さらに、自分は周りの人にとって意味ある存在であり、尊重されているという実感も生まれ

るはずです。この実感が自分に対する自信となり、子どもからも「ありがとう」という言葉

が自然に出てくるようになるのではないでしょうか。そして、そのことが周りの人との信頼

関係を深めていくことにもつながると思います。

ですから、やって当たり前、できて当たり前だと思うことにも、「○○してくれて嬉しか

ったよ、ありがとう。」と、１日に１回は子どもに「魔法の言葉」をかけてみませんか。

明日の朝、私は何人の子どもたちに「元気にあいさつをしてくれてありがとう。寒さも吹

き飛ぶよ。」と声をかけることができるでしょうか。

教育目標：未来に生きる高い知性と豊かな心情と強い意志を培い、主体的に行動できる心身ともに健康な子どもを育てる

校長 森 浩 嘉
幕別町立幕別小学校 学校だより 第10号 令和６年１月３１日

「感謝の言葉・気持ち」に関するそれぞれの意識

相手へ感謝の気持ちを伝えることの大
切さについて継続的に指導している。

教職員

ありがとうの言葉をしっかりと
伝えていますか。

児 童

お子さんは、相手へ感謝の気持ちを
伝えることができますか。

保護者

よく当てはまる だいたい当てはまる 当てはまらない
12月実施「学校教育活動アンケート」

の結果から



３学期が始まって半月、十勝らしい寒い日が続い

ていました。その中、ピカピカの町営リンクを使わ

せていただきスケート学習を進めてきました。

降雪での臨休等もあり、学習の機会が予定より１

回減りましたが、26日には低・中・高学年ごとに記

録会を実施し、今年の自分の実力を確かめました。

寒い中、学習時の紐縛りや記録会の応援にかけつけ

ていただきました皆様、ありがとうございました。

また、この寒さを生かして１年生は生活科で氷のお

面づくりをしました。いろいろな材料を使っているう

ちにとても芸術的なお面(？)もできていました。

翌日、凍った作品を見て、「次は色を付けたい」「も

っと違う材料を使いたい」と、さらに活動意欲が高ま

っていた１年生でした。

中学校の学習内容を先取りして

各部が趣向を凝らして
紹介してくれました

｢北海道妊婦・子育て世帯優先マーク｣
愛称考案者 ３年 西嶋 一晴 さん

１年生 最初のスケート学習 がんばりました

雪と水を
混ぜるのが
おもしろい

12月に引き続き、今月は２回、６年生の中学

校登校がありました。中学校の先生方の授業にも抵抗感なく、

地理の学習では中学校での学習内容にも取り組みました。

24日の中学校登校では、午後から保護者を対象にした入学

説明会のあと、６時

間目には部活動説明

会があり、幕中１・

２年生が５つの部活

動の様子を紹介して

くれました。その中で、活動の一端を体験する場面も用意

され、希望する６年生が積極的に体験していました。

卒業まで２か月、６年生は４月からの新たな学校生活へ

のイメージが明確になってきています。

北海道が子育て世帯に優しい社会づくりをめざそうと

広報活動に使用する「北海道妊婦・子育て世帯優先マー

ク」の愛称を募集していました。その愛称に825作品の

応募があり、その中から本校３年生の西嶋 一晴さんが考

えた｢こもりん｣が最優秀賞となり、愛称に決定しました。

新聞等でもすでに報道がありましたが、西嶋さんは22

日に札幌市で行われた表彰式に出席し、鈴木直道知事か

ら表彰状を受け取りました。

今後、この「こもりん」のマークを道内の公共施設や

商業施設などで目にすることになると思います。

一晴さん、おめでとう！



第３３回 とかち・ひだか児童版画コンクール（１/14） 主催：日専連ジェミス

第69回 鏡開き柔道大会（1/７）

金 賞
６年 井上 未実 さん
「チョコレートだ～い好き！」

金 賞
６年 花見 紗耶 さん
「リコーダーをふく私」

銅 賞
６年 茂木 麗奈 さん
「アコーディオンを弾く私」

銀 賞
６年 山下 幸笑 さん
「手を洗う私と鏡に映る私」

佳 作
６年 佐藤 充絆 さん
「木琴を演奏するぼく」

佳 作
６年 山口 大輝 さん
「トライアングルをたたくぼく」

佳 作
６年 沼袋 颯杏 さん
「アコーディオンを弾く私」

佳 作
６年 谷地田 翔 さん
「リコーダーをふくぼく」

日本教育書道会 競書大会（1/15）

金 賞
４年 宮本 茉奈 さん

銀 賞
４年 谷地田 凛花 さん

女子 小学高学年の部
優 勝 ６年 山下 幸笑 さん



給 バ ス

食 朝 下 校

1 木 低学年スキー・そり学習 ◎ ○ 14:40 15:50

中学校部活動体験

2 金 CIR 入学説明会 ◎ ○ 14:40 15:50

3 土

4 日

5 月 CIR ◎ ○ 14:40 15:50

6 火 中学年スキー・そり学習 ◎ ○ 14:40 15:50

児童会(反省)

小中合同あいさつ運動の日
7 水 ６年生中学校登校 ◎ ○ 14:40 15:50

低学年スキー・そり学習
年度末反省会議

8 木 ４年生総合校外学習 ◎ ○ 14:40 15:50

３年生社会科見学

9 金 CIR 高学年スキー・そり学習 ◎ ○ 14:40 15:50

まくべつ学園漢字検定

10 土

11 日 建国記念の日

12 月 振替休日

13 火 校内版画展（22日まで） ◎ ○ 14:40 15:50

まくべつ学園一斉部会

14 水 ２年生生活科体験学習 ◎ ○ 14:40 15:50

スワディ号 年度末反省会議

15 木 年度末反省会議 ◎ ○ 14:40 15:50

16 金 CIR 研修会議 ◎ ○ 14:40 15:50

特別支援学級｢冬の体験学習｣

17 土

18 日

まくべつ教育の日 CIR
19 月 参観日（２・３年生） ◎ ○ 14:40 15:50

スクールカウンセラー来校日

20 火 参観日（４・６年生） ◎ ○ 14:40 15:50

21 水 小中合同あいさつ運動の日 ◎ ○ 14:40 15:50

分掌会議

22 木 参観日（１・５年生） ◎ ○ 14:40 15:50

23 金 天皇誕生日

24 土

25 日

26 月 ◎ ○ 14:40 15:50

27 火 町特別支援教育振興会 冬の体験学習 ◎ ○ 14:40 15:50

児童会役員選挙

28 水 スワディ号 ◎ ○ 14:40 15:50

まくべつ学園役員会

29 木 ◎ ○ 14:40 15:50

※発行日現在の予定ですので、変わることもあります。

日 曜 おもな行事予定

上の写真は、児童会ＳＤＧｓ

委員会が16日につくった雪だ

るまの一部です。みんなが笑顔

で登校できるようにと大小16

個の雪だるまが、子どもたちを

迎えてくれました。23日の大

雪でその姿が見えなくなってし

まいましたが、なんだか心がほ

んわかとした１週間でした。

下のすごろくは、保健室前の

掲示板に貼られたものです。休

み時間にはサイコロを転がして

楽しむ子どもたちの元気な声が

校長室まで響いています。

〔小中一貫教育の
進め方について 〕

町教育委員会が学校だより

で昨年の1月からお伝えしてい

ました｢幕別小学校と幕別中学

校の今後の小中一貫教育の進

め方について｣は、シリーズを

終了しました。

今後は、町教育委員会が｢義

務教育学校開校準備委員会だ

より｣として、準備委員会での

協議・検討された内容を定期

的にお知らせすることになり

ましたので、ご了承ください。

また、２月の参観日で義務

教育学校に向けた検討状況を

校長から保護者の皆様に説明

する場をもちたいと考えていま

すので、ぜひご出席ください。


